
番号 受付日 質問事項 回答

1 R5.5.1

【修了証の再発行について】

①仕様書（７文書の管理・保存）

受講者から再発行の問い合わせがあった場合、当該年度中

であれば受託者が再発行する、当該年度以降の場合は、県

が再発行するという理解でよいか。

②仕様書（４委託業務の内容）

修了証再発行についての業務記載が仕様書内にないが、再

発行対応は必要か。

③仕様書（４委託業務の内容）

再発行の費用負担については、原則受講者負担として構わ

ないか。受託者負担となる場合は、予め見積書に当該業務

に係る費用を含めるという理解でよいか。

　再発行については、委託業務に含まれませんが、受講者の状況等

により、対応について相談する場合があります。

　なお、受託者の責任において修了証の発行に不具合（印刷のず

れ、記載の誤り等）が発生した場合には、受託者の責任により対応

いただきます。

2 R5.5.8

【定員について】

１～7分野で合計3,500人以上とのことだが、前年度の各分

野ごとの申し込み人数は何人か。

・令和４年度の受講定員は4,550人です。

・複数分野の申込が多く、定員を大きく上回ったため、受講可能な

分野を２つまでに調整しました。上記は調整後の人数になります。

3 R5.5.8

①令和４年度の受講者の総数は何名か。そのうち修了者は

何名か。

②令和４年度の受講期間はいつからいつまでか。

①上記の表をご確認ください。

②受講期間は令和4年９月20日（火）から令和5年1月31日（水）ま

でです。

分野名 申込数 受講者数 修了者数

１乳児保育  967人  937人  871人

２幼児教育  746人  678人  635人

３障害児保育  712人  644人  624人

４食育アレルギー  677人  564人  526人

５保健衛生安全対策  654人  547人  519人

６保護者支援子育て支援  804人  729人  696人

７マネジメント  612人  539人  509人

計  5,172人  4,638人  4,380人


